
堀
辰
雄
に
お
け
る
ア
ン
リ
一
ポ
ア
ン
カ
レ
受
容

「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」

を
中
心
に

愈
　
　
　
在

真

ご
じ
ん
　
　
せ
う
ぴ
　
　
　
　
け
ん
ち
く
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
ち
く
か
　
　
　
　
て
き

「
吾
人
の
賞
美
す
る
建
築
は
、
そ
の
建
築
家
が
目
的
に
よ
く
副
ふ
や

　
　
し
ゆ
だ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
」
ら

う
な
手
段
を
用
ひ
て
、
そ
の
柱
が
、
エ
レ
ク
シ
ヨ
ン
の
麗
は
し
き

じ
ん
ぞ
う
ば
し
ら
“
」
と
う
へ
　
お
も
く
　
か
る
ぐ

人
像
柱
の
如
く
、
上
に
か
㌧
る
重
み
を
苦
も
な
く
軽
々
と
支
へ
て
ゐ

　
　
　
　
け
ん
ち
く

る
や
う
な
建
築
で
あ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ

　
右
の
引
用
文
は
、
堀
辰
雄
の
「
詩
的
精
神
」
（
『
帝
国
大
学
新
聞
』
昭
和

四
年
五
月
二
二
日
）
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
有
数

の
数
学
者
で
あ
り
、
物
理
学
者
で
も
あ
っ
た
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
（
一

八
五
四
－
一
九
一
二
）
の
通
俗
的
な
科
学
思
想
書
『
科
学
と
方
法
』

ω
9
窪
8
黒
憲
弘
象
◎
宗
（
一
九
〇
八
年
）
の
一
文
で
あ
る
。
堀
は
、
「
芸
術

の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」
一
『
新
潮
』
昭
和
五
年
二
月
一
で
も
、
こ
の
ポ

ア
ン
カ
レ
の
言
葉
を
再
引
用
し
て
い
る
。
堀
辰
雄
言
説
の
な
か
で
ポ
ア
ン

カ
レ
の
名
は
、
ヲ
」
の
二
箇
所
し
か
な
く
、
こ
の
頻
度
の
低
さ
ゆ
え
か
、
先

行
研
究
で
堀
辰
雄
に
お
け
る
ポ
ア
ン
カ
レ
受
容
の
間
題
は
全
く
言
及
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
近
年
出
版
さ
れ
た
『
堀
辰
雄
事
典
』
（
竹
内

清
己
編
、
平
成
二
二
年
一
一
月
、
勉
誠
出
版
一
で
も
、
堀
辰
雄
が
受
容
し
、

言
及
し
て
い
る
西
洋
の
芸
術
家
、
哲
学
者
な
ど
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
紹
介
し

て
い
る
が
、
ポ
ア
ン
カ
レ
に
関
す
る
言
及
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

冒
頭
の
引
用
が
示
す
よ
う
に
堀
辰
雄
が
ポ
ア
ン
カ
レ
の
『
科
学
と
方
法
』
を

読
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
堀
辰
雄
が
そ
の
初
期
に
お
い
て
自
己

の
文
学
の
創
作
の
方
法
を
模
索
す
る
に
あ
た
っ
て
受
容
し
て
い
た
の
は
、

西
洋
の
文
学
作
品
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
物
質
的
世
界
の
概
念
を
覆

し
た
二
〇
世
紀
初
頭
の
科
学
思
想
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
堀
辰
雄
に
お
け
る
ポ
ア
ン
カ
レ
受
容
に
注
目
す
る
の
は
、
ポ
ア
ン
カ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
i
）

が
「
ピ
カ
ソ
と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
双
方
に
と
っ
て
中
心
的
な
人
物
」

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
に
入
り
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
特

殊
相
対
性
理
論
」
一
一
九
〇
五
年
一
の
発
表
に
よ
っ
て
、
自
然
科
学
に
お

け
る
世
界
観
は
一
変
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
ガ
リ
レ
オ
や
ニ
ュ
ー

ト
ン
か
ら
始
ま
っ
た
古
典
物
理
学
に
お
け
る
絶
対
時
間
と
絶
対
空
間
の
概

念
か
ら
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
提
示
し
た
「
時
空
」
と
い
う
概
念
ー
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
）

れ
は
「
時
間
と
空
間
の
概
念
上
の
融
合
物
」
ー
へ
と
、
世
界
観
の
変
革
が

起
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
科
学
の
領
域
に
限
ら
ず
、
芸
術
の
領

域
に
も
世
界
の
捉
え
方
に
変
化
を
齋
し
た
。
こ
の
間
題
に
関
し
て
、
理
論
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物
理
学
者
の
ゲ
i
ザ
・
サ
モ
シ
は
、
『
時
間
と
空
間
の
誕
生
』
一
松
浦
俊
輔

訳
、
昭
和
六
二
年
二
一
月
、
青
土
社
）
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

略
一
た
と
え
ば
物
質
界
に
か
か
わ
る
社
会
通
念
を
打
破
す
る
科
学
者

た
ち
と
、
美
術
を
外
界
の
表
現
と
み
な
す
通
念
を
打
破
す
る
画
家
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
一

ち
と
の
間
に
は
、
容
易
に
類
似
点
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

世
界
の
性
質
に
つ
い
て
の
根
本
的
に
新
し
い
発
想
が
、
科
学
と
芸
術

の
両
方
で
同
時
に
生
じ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
双
方
の
過
程
は
あ

ら
ゆ
る
点
で
お
互
い
に
ま
っ
た
く
独
立
し
て
い
た
。
（
中
略
）
た
だ
、

は
っ
き
り
こ
れ
と
指
摘
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
出
来

事
の
間
に
は
何
ら
か
の
関
連
が
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
科
学
も
芸
術

も
、
結
局
人
間
の
創
造
力
の
表
現
で
あ
り
、
さ
ら
に
外
界
も
、
我
々

の
脳
と
同
様
に
、
あ
る
パ
タ
ー
ン
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
芸

術
家
も
科
学
者
も
、
意
味
の
あ
る
パ
タ
ー
ン
を
求
め
、
世
界
を
理
解

す
る
の
に
役
立
つ
パ
タ
ー
ン
を
求
め
て
い
る
の
に
変
り
は
な
い
。

一
中
略
一
既
に
、
一
九
三
〇
年
代
や
一
九
四
〇
年
代
に
は
特
殊
相
対

論
と
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
が
実
は
似
た
よ
う
な
空
間
概
念
を
用
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
文
献
が
い
く
つ
も
出
て
き
て
い
た
。

　
二
〇
世
紀
初
頭
の
芸
術
と
科
学
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
芸
術
研
究
書
で

も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　
か
れ
ら
〔
二
〇
世
紀
の
科
学
者
・
芸
術
家
〕
は
芸
術
的
に
も
科
学

的
に
も
、
物
質
界
を
み
る
新
し
い
方
法
や
、
人
間
と
社
会
を
理
解
す

る
新
し
い
方
法
を
、
過
去
の
ど
ん
な
も
の
と
も
異
な
る
、
み
た
り
感

じ
た
り
し
た
こ
と
に
対
す
る
、
か
れ
ら
の
新
し
い
表
現
の
方
法
を
発

展
さ
せ
つ
つ
あ
る
甲
」
と
を
、
間
違
い
な
く
信
じ
て
い
た
の
だ
。
一
中

　
例
え
ば
、
コ
ク
ト
ー
の
評
論
か
ら
も
両
領
域
の
関
連
が
当
時
実
隆
言
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

実
に
教
訓
的
な
ピ
カ
ソ
の
芸
術
と
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
教
訓
を
難
解

に
す
る
も
の
は
、
「
キ
ュ
ビ
ス
ト
」
と
い
う
こ
と
ば
の
た
め
ば
か
り

で
は
な
い
。
絵
の
話
を
す
る
代
り
に
、
ポ
ア
ン
カ
レ
だ
の
、
ベ
ル
ク

ソ
ン
だ
の
、
四
次
元
だ
の
、
松
果
腺
だ
の
の
こ
と
を
話
す
無
益
な
学

　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

間
の
せ
い
も
あ
る
の
だ
。

　
コ
ク
ト
ー
が
、
ピ
カ
ソ
の
キ
ュ
ビ
ス
ム
と
「
ポ
ア
ン
カ
レ
」
「
四
次
元
」

「
松
果
腺
」
な
ど
当
時
の
新
し
い
科
学
と
の
関
連
を
言
い
立
て
る
言
説
を

批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
プ
」
の
批
判
か
ら
、
そ
の
実

際
問
題
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
は
別
と
し
て
も
、
当
時
科
学
と
芸
術
の
両

領
域
の
関
連
が
盛
ん
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
そ
し
て
、
ア
i
サ
・
ー
二
一
、
ラ
ー
の
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ピ
カ

ソ
』
一
松
浦
俊
輔
訳
、
平
成
一
四
年
二
月
、
T
B
S
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
一

で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
科
学
に
お
け
る
成
栗
と
し
て
一
九
〇
五
年
に
発

表
さ
れ
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
特
殊
相
対
性
理
論
」
と
キ
ュ
ビ
ス
ム

の
幕
開
け
と
な
る
一
九
〇
七
年
に
完
成
し
た
ピ
カ
ソ
の
「
ア
ビ
ニ
ョ
ン
の

娘
た
ち
」
の
実
際
の
類
似
点
と
関
係
性
を
検
証
し
て
い
る
。
ミ
ラ
ー
は
、

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ピ
カ
ソ
が
起
こ
し
た
科
学
と
芸
術
の
変
革
、
両
方
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に
と
っ
て
中
心
的
な
人
物
が
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
で
あ
っ
た
と
指
摘
し

て
い
る
。

一
九
〇
四
年
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
『
科
学
と
仮
説
』
の
優
れ
た

ド
イ
ツ
語
訳
を
読
ん
で
、
や
は
り
そ
れ
が
扱
う
数
学
、
哲
学
、
科
学

の
範
囲
に
も
感
化
を
受
け
た
。
ポ
ア
ン
カ
レ
に
よ
る
よ
り
高
い
次
元

と
の
示
唆
に
富
む
戯
れ
が
、
ピ
カ
ソ
に
よ
る
新
し
い
芸
術
の
言
語
と

し
て
の
幾
何
学
の
発
昆
に
抽
車
を
か
け
た
因
子
の
一
つ
だ
っ
た
よ
う

に
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
時
間
と
同
時
性
に
関
す
る
洞
察
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
の
発
見
を
促
し
た
。
（
中
略
）
驚
く
こ
と
に
、

ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
は
、
ピ
カ
ソ
と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
双
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

と
っ
て
中
心
的
な
人
物
だ
っ
た
。

　
二
〇
世
紀
初
頭
、
同
時
に
起
き
た
科
学
と
芸
術
の
世
界
観
の
変
化
に
類

似
点
が
あ
る
と
、
漠
然
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
ミ
ラ
ー
の
検
証
に
よ
っ

て
、
両
領
域
の
類
似
は
、
科
学
者
と
芸
術
家
た
ち
の
ポ
ア
ン
カ
レ
受
容
に

あ
っ
た
サ
」
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ピ
カ
ソ
に
お
け
る
ポ
ア
ン
カ
レ
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
互

響
は
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
他
に
も
ポ
ー

ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
方
法
序
説
』
（
一
八

九
五
年
一
や
コ
ク
ト
ー
の
『
ポ
ト
マ
ッ
ク
』
一
一
九
一
九
年
一
に
も
ポ
ア

ン
カ
レ
の
言
説
が
昆
ら
れ
、
ピ
カ
ソ
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
文
学
者
も
ポ

ア
ン
カ
レ
の
科
学
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
甲
」
の
よ
う
に
、
世
紀
の
変
わ
り
目
に
起
き
た
科
学
と
芸
術
に
お
け
る
新

し
い
世
界
観
と
そ
の
表
現
法
の
双
方
に
影
響
を
与
え
て
い
た
の
が
、
ポ
ア

ン
カ
レ
の
科
学
思
想
で
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
、
堀
辰
雄
が
、
そ
の
文
学
的

方
向
性
を
模
索
す
る
過
程
で
、
西
洋
の
作
家
・
絵
画
と
共
に
ポ
ア
ン
カ
レ

の
科
学
思
想
に
も
目
を
向
け
て
い
た
事
は
、
寧
ろ
必
然
的
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

二

　
　
　
　
　
　
　
＾
？
）

　
「
最
後
の
万
能
学
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
の
数

学
に
関
す
る
論
文
数
は
五
百
を
超
え
、
物
理
学
、
理
論
物
理
学
、
天
文
学

に
関
す
る
著
書
は
三
十
冊
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
自
然
科
学
の
専
門
的

な
研
究
は
、
明
治
以
降
の
日
本
の
各
専
門
分
野
で
紹
介
、
受
容
さ
れ
て
き

た
。
そ
し
て
、
ポ
ア
ン
カ
レ
は
専
門
的
な
研
究
論
文
や
著
書
の
他
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丑

科
学
の
根
底
を
批
判
的
に
考
察
し
た
「
科
学
批
判
」
を
専
門
家
の
み
な
ら

ず
一
般
の
読
者
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
平
易
な
文
章
で
書
い
た
思
想
集

四
部
作
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
思
想
集
四
部
作
と
は
、
第
一
作
の
『
科
学

と
仮
説
』
『
ω
q
竃
8
⑪
二
、
饒
曽
◎
撃
朕
①
（
一
九
〇
二
年
）
、
第
二
作
の
『
科

学
の
価
値
』
『
ぎ
宥
暮
腎
厨
ω
o
榊
窪
8
一
一
九
〇
五
年
）
、
第
三
作
『
科

学
と
方
法
』
ω
良
窪
8
黒
竃
陣
ぎ
宗
（
一
九
〇
八
年
）
、
そ
し
て
、
第
四
作

は
、
ポ
ア
ン
カ
レ
が
生
前
に
思
想
集
の
第
四
巻
に
収
め
よ
う
と
し
て
い
た

諸
種
の
論
文
や
講
演
文
を
死
後
、
ギ
ュ
ス
タ
ヴ
・
ル
・
ボ
ン
が
集
め
、
編

集
し
た
『
晩
年
の
思
想
』
U
①
竃
穿
霧
需
易
肢
ω
（
一
九
二
二
年
）
で
あ
る
。

『
科
学
と
仮
説
』
『
科
学
の
価
値
』
『
科
学
と
方
法
』
は
、
著
者
生
前
既
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
等
、
各
国
で
翻
訳
本
が
出
版
さ
れ
広
く
読
ま
れ

て
い
た
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
堀
が
ポ
ア
ン
カ
レ
の
『
科
学
と
方
法
』
を
読
ん
で

い
た
事
は
確
か
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
堀
辰
雄
の
蔵
書
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＾
g
〕
目
録
で
ポ
ア
ン
カ
レ
の
著
書
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
ポ
ア
ン
カ
レ

の
紹
介
者
で
あ
り
、
翻
訳
者
で
あ
る
田
辺
元
の
初
期
の
科
学
哲
学
の
書
『
最

近
の
自
然
科
学
』
（
大
正
一
四
年
、
岩
波
書
店
）
と
『
科
学
概
論
』
（
昭
和

四
年
、
岩
波
書
店
一
、
そ
し
て
堀
の
晩
年
に
出
版
さ
れ
た
小
堀
憲
の
『
ア

ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
』
（
昭
和
二
三
年
、
創
元
社
）
な
ど
が
蔵
書
目
録
で

確
認
で
き
る
。
堀
辰
雄
が
ポ
ア
ン
カ
レ
の
著
書
を
直
接
読
ん
で
い
た
事
は

確
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
に
も
ポ
ア
ン
カ
レ
を
紹
介
し
て
い

る
一
」
れ
ら
の
文
献
を
通
し
て
ポ
ア
ン
カ
レ
の
科
学
思
想
を
理
解
し
て
い
た

事
が
、
著
書
目
録
か
ら
窺
え
る
。
そ
れ
で
は
、
日
本
に
お
け
る
ポ
ア
ン
カ

レ
の
思
想
集
の
紹
介
を
概
観
す
る
7
」
と
で
、
堀
が
ポ
ア
ン
カ
レ
を
受
容
し

た
時
代
的
背
景
と
そ
の
経
由
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。

《
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
ポ
ア
ン
カ
レ
思
想
集
翻
訳
の
略
年
表
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

　
明
治
四
二
年
＝
一
月
　
林
鶴
一
訳
、
『
科
学
と
臆
説
』
一
犬
倉
書
店
一

　
犬
正
二
年
二
一
月
　
　
田
辺
元
訳
「
空
聞
と
時
間
」
『
哲
学
雑
誌
』

　
犬
正
四
年
二
月
　
　
　
寺
田
寅
彦
訳
「
事
実
の
選
択
」
『
東
洋
学
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雑
誌
』

大
正
四
年
七
・
八
月

大
正
五
年
六
月

大
正
一
四
年
三
月

大
正
一
四
年
二
一
月

大
正
一
五
年
三
月

大
正
一
五
年

昭
和
二
年
九
月

昭
和
三
年
六
月

寺
田
寅
彦
訳
「
偶
然
」
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』

田
辺
元
訳
『
科
学
の
価
値
』
（
岩
波
書
店
）

岡
谷
辰
治
訳
※
『
鞠
近
の
思
想
』
（
叢
文
閣
）

山
本
修
訳
『
科
学
と
方
法
』
一
叢
文
閣
一

村
上
正
巳
訳
、
『
科
学
と
臆
説
』
（
新
潮
社
）

吉
田
洋
一
訳
『
科
学
と
方
法
』
（
岩
波
書
店
一

吉
田
洋
一
訳
『
科
学
と
方
法
』
（
岩
波
文
庫
）

平
林
初
之
輔
訳
『
科
学
者
と
詩
人
』
一
岩
波

昭
和
一
〇
年
八
月

昭
和
；
一
年
二
月

昭
和
一
四
年
一
〇
月

文
庫
一

吉
田
洋
一
「
あ
ん
り
・
ぽ
あ
ん
か
れ
略
傳
」

『
岩
波
講
座
　
数
学
』
別
項
（
岩
波
書
店
）

河
野
伊
三
郎
訳
、
『
科
学
と
仮
説
』
（
岩
波
文

庫
一河
野
伊
三
郎
訳
※
『
晩
年
の
思
想
』
一
岩
波
文

庫
一

　
明
治
期
に
お
け
る
ポ
ア
ン
カ
レ
の
「
科
学
批
評
」
は
、
数
学
者
で
あ
る

林
鶴
一
や
物
理
学
者
で
あ
る
桑
木
或
雄
、
寺
田
寅
彦
等
そ
の
専
門
分
野
の

人
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
林
鶴
一
訳
の
『
科
学
と
臆
説
』
一
大
倉

書
店
）
は
、
管
見
の
限
り
日
本
で
始
め
て
翻
訳
さ
れ
た
ポ
ア
ン
カ
レ
の
思

想
集
で
、
第
一
作
目
で
あ
る
プ
」
の
書
は
、
思
想
集
四
部
作
の
う
ち
最
も
多

く
引
用
さ
れ
、
著
者
の
「
科
学
批
判
」
の
根
本
的
な
思
想
を
網
羅
的
に
含

ん
で
い
る
。

　
後
に
、
『
科
学
と
価
値
』
を
翻
訳
し
た
田
辺
元
は
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
哲

学
的
思
索
の
中
心
問
題
を
「
科
学
の
用
ひ
る
方
法
を
明
に
し
、
之
に
由
つ

て
其
認
識
の
中
に
仮
説
的
な
る
も
の
と
必
然
的
な
る
も
の
と
を
分
ち
、
斯

く
し
て
科
学
的
認
識
の
客
観
的
意
義
即
ち
価
値
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
に
在

一
H
）る
」
と
、
認
識
に
お
け
る
「
仮
説
な
る
も
の
」
と
「
必
然
的
な
る
も
の
」

に
分
け
て
い
る
。
『
科
学
と
仮
説
』
で
ポ
ア
ン
カ
レ
は
、
数
学
的
推
理
の

本
性
が
、
人
が
信
じ
て
い
る
よ
う
に
演
緯
や
論
理
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

直
観
に
基
づ
く
数
学
的
帰
納
法
に
あ
り
、
カ
ン
ト
の
先
天
的
総
合
判
断
に

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〃
一

よ
る
し
か
な
い
と
い
う
。
こ
の
先
天
的
総
合
判
断
の
典
型
と
な
る
直
観
に

よ
る
数
学
的
帰
納
法
は
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
科
学
的
認
識
に
お
け
る
「
必
然

一45一



的
な
る
も
の
」
で
あ
る
。
一
方
、
ポ
ア
ン
カ
レ
は
、
古
典
物
理
学
に
お
け

る
時
問
と
空
間
の
概
念
と
ユ
i
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
が
絶
対
的
な
も
の
で
は

　
　
　
　
一
旧
一

な
い
と
言
う
。
ポ
ア
ン
カ
レ
は
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
が
、
非
ユ
ー
ク

リ
ッ
ド
幾
何
学
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
る
こ
と
を
『
科
学
と
仮
説
』
で
論

証
し
、
「
一
つ
の
幾
何
学
が
ほ
か
の
幾
何
学
以
上
に
真
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
な
」
く
、
た
だ
「
も
っ
と
便
利
で
あ
る
」
方
を
選
択
す
る
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
。
ポ
ア
ン
カ
レ
の
『
科
学
と
仮
説
』
は
、
相
対
性
理
論
や
量
子

力
学
が
発
達
す
る
前
に
書
か
れ
た
故
に
、
ポ
ア
ン
カ
レ
は
「
便
利
」
上
、

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
を
選
択
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
「
単
な
る
論
理

上
の
遊
戯
と
し
か
み
な
さ
れ
」
な
か
っ
た
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
に

よ
っ
て
高
次
元
の
空
間
の
性
質
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
と
非
ユ
ー
・
ク
リ
ッ

ド
幾
何
学
を
分
か
り
易
く
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
科
学
思
想
の
特
徴
は
、
そ
の
著
書
で
カ

ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
分
析
判
断
や
総
合
判
断
が
し
ば
し
ば
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
然
科
学
に
於
け
る
認
識
の
基
礎
と
そ
の
作
用
、

そ
し
て
そ
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
日
本

に
お
け
る
ポ
ア
ン
カ
レ
の
思
想
集
の
受
容
は
、
そ
の
科
学
的
認
識
論
を
享

受
す
る
か
た
ち
で
な
さ
れ
て
い
る
。
厳
格
な
カ
ン
ト
研
究
者
で
あ
る
桑
木

厳
翼
の
『
哲
学
網
要
』
一
大
正
二
年
三
月
、
東
亜
堂
書
房
一
の
中
で
も
、

カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
基
づ
い
た
自
然
科
学
者
と
し
て
、
ポ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
）

ン
カ
レ
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
東
京
帝
国
大
学
物
理
科
教
室
に
『
科
学
と
方
法
』
の
仏
語
原
典
が
入
っ

て
く
る
の
は
明
治
四
四
年
九
月
で
あ
り
、
大
正
四
年
三
月
に
は
、
『
科
学

と
仮
説
』
『
科
学
と
価
値
』
『
科
学
と
方
法
』
を
一
冊
に
ま
と
め
た
英
訳
夢
①

厚
§
駐
ぎ
易
艮
ω
〇
一
蟹
8
一
大
正
二
年
一
を
購
入
し
て
い
る
。
吉
伸
正
和

に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
て
き
た
寺
田
寅
彦
は
「
物
理
学
の

方
法
論
や
認
識
論
に
興
昧
を
も
ち
ポ
ア
ン
カ
レ
や
マ
ッ
ハ
、
エ
ン
リ
ケ
ス

を
読
む
」
よ
う
に
な
り
、
大
正
三
年
頃
に
は
既
に
『
科
学
と
方
法
』
の
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
莇
一

訳
を
手
に
入
れ
、
読
ん
で
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
寺
田
寅
彦
は
、
犬
正

四
年
か
ら
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
に
『
科
学
と
方
法
』
の
第
一
篇
第
一
章
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蝸
）

「
事
実
の
選
択
」
と
第
四
章
「
偶
然
」
の
翻
訳
を
載
せ
て
い
る
。
寺
田
寅

彦
が
ポ
ア
ン
カ
レ
に
興
味
を
抱
い
た
の
は
、
吉
仲
正
和
が
述
べ
て
い
る
よ

う
に
科
学
者
と
し
て
そ
の
認
識
論
に
関
心
を
抱
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、

作
家
寺
田
寅
彦
と
し
て
書
い
た
随
筆
の
中
で
も
ポ
ア
ン
カ
レ
の
言
説
は
用

い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
言
説
が
小
説
家
の
関
心
を
引
い

た
例
と
し
て
、
夏
目
漱
石
の
『
明
暗
』
を
挙
げ
る
ザ
」
と
が
で
き
る
。
寺
田

寅
彦
が
訳
し
た
ポ
ア
ン
カ
レ
の
「
偶
然
」
が
情
報
源
と
な
っ
て
、
『
明
暗
』

第
二
回
に
、
普
通
世
間
で
偶
然
の
出
来
事
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
「
原

因
が
あ
ま
り
に
複
雑
過
ぎ
て
一
寸
見
当
が
付
か
な
い
時
に
云
う
」
の
で
あ

る
と
い
う
ポ
ア
ン
カ
レ
の
説
が
、
津
田
青
楓
が
「
；
二
日
前
」
あ
る
友
達

か
ら
聞
い
た
語
と
し
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ポ
ア
ン
カ
レ
の
科
学
思
想
を
本
格
的
に
紹
介
し
た
者
と
し
て
、
哲
学
者

で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
科
学
哲
学
の
分
野
を
開
い
た
田
辺
元
が

挙
げ
ら
れ
る
。
数
学
か
ら
哲
学
に
専
攻
を
転
向
し
た
田
辺
は
、
当
初
、
主

に
西
田
哲
学
の
初
期
の
思
想
を
基
盤
と
し
た
上
で
、
数
学
や
自
然
科
学
の

哲
学
的
認
識
論
や
数
理
哲
学
の
研
究
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
東
北

帝
国
大
学
理
学
部
在
職
申
に
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
の
成
果
と
し
て
処
女
作

『
最
近
の
自
然
科
学
』
一
犬
正
四
年
、
岩
波
書
店
一
と
『
科
学
概
論
』
一
大

正
七
年
、
岩
波
書
店
）
を
上
梓
す
る
。
こ
の
二
冊
と
『
数
理
哲
学
研
究
』

（
大
正
一
四
年
、
岩
波
書
店
）
を
合
わ
せ
た
三
冊
は
、
日
本
の
科
学
哲
学

一46一



の
出
発
点
で
あ
り
、
日
本
に
於
け
る
最
初
の
科
学
哲
学
書
で
あ
る
と
い
う
。

特
に
『
科
学
概
論
』
は
「
科
学
全
般
に
亙
る
組
織
的
な
科
学
概
論
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
7
一

最
も
広
く
読
ま
れ
、
爾
後
永
く
我
が
国
に
於
け
る
唯
一
の
科
学
哲
学
書
」

と
し
て
年
々
版
を
重
ね
た
と
い
う
。
学
生
時
代
に
こ
の
本
を
読
ん
で
い
た

下
村
寅
太
郎
は
、

学
生
時
代
始
め
て
ザ
」
の
書
に
接
し
た
時
の
感
銘
を
忘
れ
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
（
中
略
）
こ
の
経
験
は
恐
ら
く
同
時
代
の
青
年
学
徒
に
共

通
の
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
単
に
哲
学
志
望
の
文
科
の
学
生

に
限
ら
ず
、
寧
ろ
そ
れ
以
上
に
理
学
に
志
す
青
年
学
徒
に
与
え
た
影

響
は
極
め
て
大
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
通
じ
て
哲
学
に
対
す
る
関
心
を

呼
び
起
プ
」
し
た
こ
と
は
、
後
年
、
同
僚
と
な
っ
た
多
く
の
著
名
な
数

学
者
、
物
理
学
者
、
生
物
学
者
た
ち
か
ら
親
し
く
聞
く
ア
」
と
の
出
来

　
　
　
　
　
＾
㎎
一

た
事
実
で
あ
る
。

と
い
う
。
『
最
近
の
自
然
科
学
』
と
『
科
学
概
要
』
が
、
堀
辰
雄
の
蔵
書

目
録
の
中
に
見
え
る
の
で
、
将
来
数
学
者
を
夢
見
て
い
た
堀
辰
雄
青
年

も
、
同
様
の
感
銘
を
受
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
に
、
晩
年
に
住

居
を
遣
分
に
構
え
た
堀
辰
雄
は
、
北
軽
井
沢
で
隠
居
生
活
を
し
て
い
る
田

辺
元
が
白
分
の
作
晶
を
愛
読
し
て
い
る
事
を
矢
内
原
伊
作
か
ら
伝
え
聞
く

と
、
即
座
に
そ
の
頃
出
た
作
晶
集
『
風
立
ち
ぬ
』
を
矢
内
原
を
介
し
て
田

辺
に
送
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
甲
」
れ
を
機
に
田
辺
と
堀
の
書
簡
の
往
復
が

始
ま
り
、
そ
れ
は
、
堀
が
亡
く
な
る
前
年
ま
で
続
く
。
主
に
そ
の
頃
出
た

お
互
い
の
本
の
贈
呈
と
そ
の
礼
文
で
あ
る
が
、
若
い
頃
読
ん
だ
『
最
近
の

自
然
科
学
』
と
『
科
学
概
要
』
の
著
者
か
ら
の
来
信
を
楽
し
ん
で
い
た
と

㌧
理
。

し
一
つ

　
こ
の
両
著
書
は
、
当
時
の
日
本
の
哲
学
界
の
主
流
で
あ
っ
た
新
カ
ン
ト

派
の
哲
学
に
基
づ
い
て
、
自
然
科
学
の
認
識
論
的
批
判
を
試
み
た
も
の
で

あ
る
。
新
カ
ン
ト
派
の
哲
学
か
ら
哲
学
研
究
を
始
め
て
い
た
田
辺
元
が
、

カ
ン
ト
の
「
純
粋
理
性
批
判
」
の
上
に
数
学
的
帰
納
法
の
考
察
を
確
立
さ

せ
て
い
る
ポ
ア
ン
カ
レ
の
科
学
思
想
に
共
嶋
し
た
の
は
理
解
で
き
る
。
ま

た
、
両
著
書
で
は
、
自
然
科
学
の
分
野
で
自
ら
の
科
学
的
方
法
を
批
判
的

に
考
察
し
た
先
例
と
し
て
ポ
ア
ン
カ
レ
の
思
索
集
を
挙
げ
て
い
る
の
は
勿

論
の
事
、
随
所
で
ポ
ア
ン
カ
レ
の
言
説
を
引
い
て
い
る
。
田
辺
元
の
最
初

の
ポ
ア
ン
カ
レ
の
翻
訳
は
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
『
晩
年
の
思
想
』
中
の
一
章

「
空
間
と
時
間
」
で
、
『
晩
年
の
思
想
』
が
出
版
さ
れ
た
そ
の
年
に
『
哲

学
雑
誌
』
（
犬
正
二
年
二
一
月
）
に
翻
訳
・
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

『
最
近
の
自
然
科
学
』
と
『
科
学
概
要
』
両
書
の
発
行
に
挟
ま
れ
て
ポ
ア

ン
カ
レ
思
索
集
第
二
巻
『
科
学
の
価
値
』
一
犬
正
五
年
六
月
、
岩
波
書
店
一

の
翻
訳
が
で
る
。
こ
の
書
は
第
一
作
『
科
学
と
仮
説
』
で
説
い
た
内
容
を

も
っ
と
平
易
に
、
主
に
数
理
的
科
学
と
物
理
的
科
学
に
お
け
る
科
学
的
認

識
論
を
説
い
た
も
の
で
、
『
科
学
の
価
値
』
の
冒
頭
に
田
辺
元
に
よ
っ
て

ま
と
め
ら
れ
た
「
ポ
ア
ン
カ
レ
の
哲
学
思
想
犬
要
」
は
、
当
時
に
お
い
て

唯
一
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
思
想
体
系
を
的
確
に
要
約
し
紹
介
し
た
も
の
で
あ

る
。
管
見
の
限
り
現
在
で
も
通
用
す
る
。

　
吉
田
洋
一
は
、
青
年
期
に
こ
の
田
辺
元
訳
の
『
科
学
の
価
値
』
を
読
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
一

感
銘
を
受
け
て
、
数
学
の
道
に
進
む
決
心
を
し
た
と
回
想
し
て
い
る
。
大

正
一
〇
年
四
月
、
同
じ
く
将
来
数
学
者
に
な
る
夢
を
抱
い
て
第
二
局
等
学

校
理
科
乙
類
（
ド
イ
ツ
語
）
に
入
学
し
た
堀
辰
雄
は
、
中
学
時
代
に
は
学

校
で
一
番
数
学
が
出
来
た
が
、
四
年
で
修
了
し
高
校
に
入
っ
た
た
め
、
三
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角
や
立
体
幾
何
学
が
よ
く
理
解
で
き
ず
、
高
校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な

　
　
　
　
　
　
一
刎
）

く
な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
堀
辰
雄
は
、
学
友
神
西
清
の
影
響
で
文
学

に
傾
倒
し
た
の
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
後
の
冬
に
胸
を
患
っ
て
休
学
し
、

翌
年
の
大
正
二
二
年
四
月
に
復
学
し
た
堀
辰
雄
に
数
学
を
教
え
た
の
が
、

吉
田
洋
一
で
あ
る
。
高
校
時
代
の
堀
辰
雄
と
は
特
に
話
を
し
た
記
憶
は
な

い
が
、
大
正
一
四
年
、
堀
辰
雄
が
東
京
帝
国
犬
学
文
学
部
に
入
学
し
た
年

に
、
農
学
部
講
師
と
し
て
帝
国
大
学
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
吉
田
洋
一

は
、
街
で
顔
を
見
か
け
れ
ば
、
挨
拶
を
す
る
程
度
の
付
き
含
い
は
あ
っ
た

と
回
想
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
年
の
犬
正
一
四
年
三
月
に
、
ポ
ア
ン

カ
レ
の
思
想
集
第
四
作
目
の
『
晩
年
の
思
想
』
が
、
叢
文
閣
の
フ
ラ
マ
リ

才
ン
社
自
然
科
学
叢
書
第
二
輯
と
し
て
岡
谷
辰
治
に
よ
る
訳
で
出
る
。
更

に
、
二
一
月
に
は
、
同
社
の
同
シ
リ
i
ズ
第
四
輯
と
し
て
ポ
ア
ン
カ
レ
の

思
想
集
第
三
作
『
科
学
と
方
法
』
が
、
山
本
修
に
よ
る
訳
で
出
版
さ
れ
る
。

こ
れ
で
、
ポ
ア
ン
カ
レ
思
想
集
四
部
作
の
凡
て
の
日
本
語
訳
が
出
版
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
大
正
一
五
年
に
は
、
村
上
正
巳
に
よ
る
『
科
学
と
仮
説
』

の
翻
訳
本
が
新
潮
社
か
ら
、
そ
し
て
、
吉
田
洋
一
に
よ
る
『
科
学
と
方
法
』

の
翻
訳
本
が
岩
波
書
店
か
ら
出
版
、
翌
年
の
昭
和
二
年
に
は
文
庫
本
と
し

て
再
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
更
に
、
昭
和
三
年
六
月
に
は
、
平
林
初
之

輔
に
よ
っ
て
ポ
ア
ン
カ
レ
が
書
い
た
科
学
者
や
詩
人
の
評
伝
集
『
科
学
者

と
詩
人
』
（
岩
波
文
庫
）
も
翻
訳
・
出
版
さ
れ
る
に
至
る
。
堀
辰
雄
の
評

論
の
中
で
初
め
て
ポ
ア
ン
カ
レ
の
名
が
で
て
く
る
の
は
、
昭
和
四
年
五
月

で
あ
り
、
大
正
一
四
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
四
年
間
、
堀
辰
雄
の
草
創

期
に
も
当
て
嵌
ま
る
一
」
の
時
期
に
毎
年
一
冊
以
上
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
翻
訳

本
が
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
堀
辰
雄
が
ポ
ア
ン
カ
レ
を
受
容
し
た
時
代
的

背
景
と
し
て
、
明
治
期
以
降
の
哲
学
界
の
主
流
で
あ
っ
た
新
カ
ン
ト
派
の

哲
学
者
が
ポ
ア
ン
カ
レ
の
認
識
論
に
共
嶋
し
、
そ
の
紹
介
に
努
め
て
い
た

こ
と
、
田
辺
元
の
科
学
哲
学
書
の
流
行
、
堀
辰
雄
の
習
作
期
で
あ
る
大
正

一
四
年
か
ら
昭
和
三
年
に
集
中
し
て
ポ
ア
ン
カ
レ
思
想
集
の
翻
訳
本
が
出

て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
堀
辰
雄
が
ポ
ア
ン
カ
レ
を
受
容

し
た
経
由
と
し
て
、
第
二
局
時
代
の
数
学
教
師
、
吉
田
洋
一
の
『
科
学
と

方
法
』
の
翻
訳
か
ら
だ
と
推
測
す
る
。

三

　
堀
辰
雄
に
お
い
て
ポ
ア
ン
カ
レ
の
影
響
が
明
確
に
窺
え
る
の
は
、
「
芸
術

の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」
（
『
新
潮
』
昭
和
五
年
二
月
）
で
あ
る
。
プ
」
の

評
論
は
、
昭
和
四
年
二
月
「
不
器
用
な
天
使
」
（
『
新
潮
』
）
で
川
端
康
成

や
室
生
犀
星
の
賞
賛
を
受
け
な
が
ら
華
々
し
く
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
し
、
一

〇
月
に
は
文
壇
の
中
堅
作
家
で
あ
る
川
端
康
成
、
横
光
利
一
等
と
共
に
同

人
雑
誌
『
文
学
』
を
創
刊
、
ま
さ
に
当
時
新
人
作
家
と
し
て
頭
角
を
現
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
娑

始
め
た
堀
辰
雄
の
「
芸
術
上
の
立
場
を
示
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
と
い
え

る
。
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」
は
、
章
題
を
つ
け
た
全
二
章

の
構
成
で
あ
る
。
以
下
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
章
を
見
て
い

く
。
引
用
！
－
6
ま
で
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
引
用
文
は
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の

『
科
学
と
方
法
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
堀
辰
雄
の
「
芸
術
の
た
め
の
芸

術
に
つ
い
て
」
か
ら
の
引
用
文
の
中
に
引
か
れ
て
い
る
傍
線
、
波
線
、
点

線
、
二
重
線
の
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
、
『
科
学
と
方
法
』
の
傍
線
、
波
線
、

点
線
、
二
重
線
か
ら
の
援
用
で
あ
る
。
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引
用
A
　
堀
辰
雄
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」
口
二
、
僕
の
現

　
　
　
　
実
主
義
］

　
芸
術
上
の
い
か
な
る
発
見
も
科
学
上
の
発
見
と
す
こ
し
も
異
ら
な

　
　
　
①

い

そ
れ
は
ニ
ユ
ー
ト
ン
の
本
檎
だ
。
／
ニ
ユ
ー
ト
ン
の
前
に
も
多

く
の
人
々
が
本
檎
の
毒
ち
る
の
を
見
た
で
あ
ら
う
。
し
か
し
誰
も
そ

　
か
ら
何
ら
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
さ

　
　
　
⑳

う
い
ふ
ご
く
　
り
触
　
た
一
つ
の
真
㌧
か
ら
　
真
一
中
の
一
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

見
出
し
得
る
と
こ
ろ
の
一
つ
の
鋭
い
眼
が
問
題
だ
。
／
す
な
は
ち
発

見
す
割
ど
い
ふ
．
乙
1
ど
ば
、
．
諮
q
眠
に
、
も
触
れ
で
刷
副
事
物
か
．
ら
、
．
ぞ

む
背
後
に
潜
．
ん
．
で
忍
割
何
物
洲
を
封
州
め
で
、
、
ぞ
れ
剤
選
び
1
出
ず
ご
ど

に
あ
創
、
そ
し
て
そ
れ
を
選
び
出
す
た
め
に
、
僕
ら
の
持
ち
含
せ
て

　
　
　
　
　
r

ゐ
る
も
の
は
固
渕
ば
か
り
だ
。
／
そ
こ
に
僕
ら
の
現
実
主
義
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
〔
傍
線
・
波
線
・
点
線
二
董
線
－
愈
、
以
下
同
。
〕

引
用
ー
　
ポ
ア
ン
カ
レ

　
　
　
　
一
2
3
）

『
科
学
と
方
法
』

「
数
学
の
将
来
」

ふ
こ
と
は
、
奏
ふ
べ
く
も
な
い

た
ゴ
　
誰
も
そ
れ
か
ら
伯
等
の
結

論
を
も
引
き
出
し
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
　
背
後
に
何
か
を
潜
め
て

ゐ
る
や
う
な
事
実
を
識
別
し
て
選
み
出
す
力
ま
た
そ
の
背
後
に
潜
む

も
の
を
認
め
る
カ
を
持
つ
た
精
神
、
②
粗
製
の
事
実
の
下
に
事
実
の

創
撃
轡
襟
が
な
か
つ
た
な
ら
ぱ
、
そ
れ
ら
の
事
実
か
ら

は
何
者
も
生
れ
出
づ
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ら
う
。
　
　
　
（
二
四
頁
）

引
用
2
　
ポ
ア
ン
カ
レ
『
科
学
と
方
法
』
「
数
学
上
の
発
見
」

　
研
究
に
値
す
る
数
学
的
事
実
と
は
、
恰
も
吾
人
が
実
験
的
事
実
に
よ

つ
て
物
理
学
的
法
則
を
知
る
に
至
る
如
く
、
他
の
事
実
と
の
類
似
に

よ
り
吾
人
を
し
て
数
学
的
法
則
を
知
る
に
至
ら
し
め
る
力
を
持
つ
如

き
事
実
の
こ
と
で
あ
る
。
③
即
ぢ
、
、
久
レ
．
い
．
以
前
が
引
知
引
れ
．
で
1
岬

ゐ
る
が
、
、
然
む
．
誤
，
つ
で
互
に
関
係
加
ー
レ
ー
ど
見
引
れ
で
ゐ
、
た
．
他
1
の
事
男

聞
の
思
ひ
む
．
よ
引
，
ぬ
脈
絡
を
、
，
音
人
．
に
啓
示
ず
刮
如
ぎ
．
萄
．
実
．
を
云
ふ

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
七
頁
）

引
用
3
　
ポ
ア
ン
カ
レ
『
科
学
と
方
法
』
「
数
学
上
の
発
見
」

　
隠
れ
た
る
調
和
と
関
係
と
を
吾
人
に
洞
察
せ
し
め
る
数
学
上
の
秩
序

　
に
対
す
る
こ
の
感
じ
、
こ
の
④
薗
覚
は
、
必
ず
し
も
凡
て
の
人
の
持

　
つ
所
で
な
い
こ
と
は
明
で
あ
る
。
（
中
略
）
最
後
に
、
余
が
今
述
べ

　
た
如
き
感
じ
を
多
少
高
い
程
度
に
持
つ
て
ゐ
る
人
々
も
あ
ら
う
。

　
か
㌧
る
人
々
は
、
そ
の
記
憶
力
が
特
に
非
凡
な
も
の
で
な
く
と
も
、

　
単
に
数
学
を
理
解
し
得
る
の
み
に
止
ら
ず
、
創
造
者
と
も
な
り
得
る

　
の
で
あ
つ
て
、
発
見
に
努
力
し
て
、
そ
の
④
直
糞
力
の
発
達
の
程
度

　
に
応
じ
、
多
か
れ
少
か
れ
成
功
を
収
め
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
六
∫
四
七
頁
）

　
引
用
A
で
、
堀
は
、
芸
術
上
の
発
見
が
科
学
上
の
発
見
と
同
じ
よ
う
に

誰
の
眼
に
も
触
れ
て
い
る
ご
く
有
り
触
れ
た
事
物
の
背
後
に
潜
ん
で
い
る

「
真
実
中
の
真
実
」
を
「
選
び
出
す
」
ヂ
」
と
に
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
、

こ
の
「
真
実
中
の
真
実
」
を
選
び
出
す
こ
と
が
、
彼
の
所
謂
「
現
実
主
義
」

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
表
面
的
な
あ
り
の
ま
ま
の
現
実
で
は
な
く
、
そ
の
背

後
に
潜
ん
で
い
る
「
何
物
」
か
こ
そ
捉
え
る
べ
き
〈
現
実
〉
で
あ
り
、
こ

れ
は
、
事
物
の
外
側
で
は
な
く
そ
の
背
後
に
向
か
う
認
識
で
あ
る
。
7
」
の
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現
実
認
識
は
、
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」

れ
た
「
す
こ
し
独
断
的
に
超
現
実
主
義
は
疑
間
だ
し

昭
和
五
年
四
月
二
八
日
）
の
な
か
で
も
、

の
二
ヶ
月
後
に
書
か

（
『
帝
国
大
学
新
聞
』

（
前
略
）
あ
ら
ゆ
る
す
ぐ
れ
た
芸
術
家
が
、
世
間
の
い
は
ゆ
る
「
現

実
」
の
み
に
は
満
足
で
き
ず
に
、
「
現
実
よ
り
も
つ
と
現
実
な
も
の
」

を
捕
ま
へ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
こ
と
を
、
彼
〔
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
〕

は
よ
く
屍
抜
い
て
、
そ
れ
を
ば
は
つ
き
り
我
々
に
示
さ
う
と
し
て
ゐ

る
か
ら
だ
。

と
、
表
面
的
な
あ
り
の
ま
ま
の
「
現
実
よ
り
も
つ
と
現
実
な
も
の
」
を
求

め
る
べ
き
で
あ
る
と
、
再
度
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
堀
辰
雄
が
こ
の
よ
う
な
現
実
認
識
を
語
る
際
に
、
用
い
た
引
用
1
－
3

の
ポ
ア
ン
カ
レ
の
『
科
学
と
方
法
』
を
見
て
い
く
。
引
用
1
で
あ
げ
た

「
数
学
の
将
来
」
は
、
ポ
ア
ン
カ
レ
が
今
後
の
数
学
が
如
何
な
る
方
面
に

発
展
す
る
の
か
を
説
い
て
い
る
章
で
あ
る
。
こ
の
章
で
ポ
ア
ン
カ
レ
は
、

数
学
の
発
展
に
於
い
て
、
「
背
後
に
何
か
を
潜
め
て
ゐ
る
や
う
な
事
実
を
識

別
し
て
選
み
出
す
力
」
犬
事
だ
と
言
う
。
こ
の
「
事
実
を
識
別
し
て
選
み

出
す
力
」
と
は
、
只
管
に
「
粗
製
の
事
実
」
を
研
究
す
る
の
で
は
な
く
、

「
思
考
の
経
済
」
を
齋
す
「
簡
単
」
で
繰
返
し
起
り
得
る
事
実
、
即
ち
、

「
法
則
発
見
の
手
引
き
」
と
な
り
得
る
事
実
を
「
選
択
」
す
る
こ
と
を
意

昧
し
て
い
る
。
こ
の
選
択
行
為
に
、
思
考
の
白
由
が
あ
り
、
科
学
の
意
義

が
あ
る
と
い
う
、
ポ
ア
ン
カ
レ
独
特
の
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
引
用

2
で
、
ポ
ア
ン
カ
レ
が
述
べ
て
い
る
、
選
択
す
べ
き
事
実
と
は
、
「
久
し

い
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、
然
も
誤
つ
て
互
に
関
係
な
し
と
見
ら

れ
て
ゐ
た
他
の
事
実
間
の
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
脈
絡
を
、
吾
人
に
啓
示
す
る
如

き
事
実
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
自
然
科
学
に

於
け
る
「
粗
製
の
事
実
」
か
ら
「
事
実
の
真
髄
」
（
1
1
法
則
一
を
見
出
す

方
法
を
、
堀
辰
雄
は
、
芸
術
に
置
き
換
え
て
捉
え
、
あ
り
ふ
れ
た
〈
現
実
〉

か
ら
そ
の
背
後
に
あ
る
「
真
実
中
の
真
実
」
を
見
出
す
彼
の
「
現
実
主
義
」

と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
堀
辰
雄
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
二
〇
世
紀

初
頭
に
起
き
た
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
特
殊
相
対
性
理
論
、
ピ
カ
ソ
の

キ
ュ
ビ
ス
ム
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
等
の
科
学
や
芸
術
で
の
変
革
に
共
通

す
る
認
識
変
化
で
あ
る
。
ゲ
ー
ザ
・
サ
モ
シ
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

二
十
世
紀
の
空
間
観
念
は
、
科
学
で
も
芸
術
で
も
、
感
覚
に
よ
る
知

覚
か
ら
直
接
じ
か
に
出
て
来
た
も
の
で
は
な
い
。
表
面
上
の
み
か
け

や
直
接
の
印
象
の
向
こ
う
に
隠
れ
て
い
る
も
の
を
探
っ
た
結
果
で
あ

る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
世
紀
の
変
わ
り
め
の
革
命
的
な
変
化
の
す
べ

て
に
共
通
す
る
唯
一
の
要
素
で
あ
る
。

　
同
様
に
、
ア
ー
サ
i
・
ー
ニ
ミ
ラ
i
も
、
「
二
人
〔
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
と
ピ
カ
ソ
〕
と
も
、
根
強
い
古
典
的
思
考
に
よ
る
自
然
の
再
現
を
超

え
、
外
屍
の
向
こ
う
側
に
手
の
届
く
再
現
を
求
め
て
い
た
」
と
、
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ピ
カ
ソ
が
「
直
感
的
に
知
覚
」

で
き
る
「
外
見
」
の
向
こ
う
側
に
あ
る
〈
現
実
〉
を
求
め
、
そ
れ
の
再
現

に
努
め
、
成
功
さ
せ
た
こ
と
よ
っ
て
、
科
学
と
芸
術
の
歴
史
に
新
旧
を
分

つ
分
岐
点
を
齋
し
、
そ
の
双
方
に
と
っ
て
「
中
心
的
な
人
物
」
だ
っ
た
の
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が
、
ポ
ア
ン
カ
レ
で
あ
る
と
い
う
。
堀
辰
雄
自
身
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
思
想

集
を
通
し
て
、
「
粗
製
の
事
実
」
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ
る
「
事
実
の

真
髄
」
つ
ま
り
、
「
外
昆
の
向
こ
う
側
」
に
「
真
実
中
の
真
実
」
が
あ
る
と

い
う
認
識
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
堀
辰
雄
の
代
表
作
「
聖
家
族
」

で
試
み
ら
れ
た
物
語
の
背
景
や
事
件
等
の
外
的
な
要
素
を
出
来
る
だ
け
排

除
し
、
「
内
部
が
外
部
と
同
様
に
肉
眼
で
見
得
ら
れ
る
対
象
で
あ
る
か
の
如

　
　
　
荻
）

く
明
瞭
に
」
描
か
れ
て
い
る
心
理
小
説
の
方
法
の
原
理
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ピ
カ
ソ
が
新
し
い
世
界
像
の
開
拓
者
で
あ
る
と

す
る
と
、
ポ
ア
ン
カ
レ
は
そ
の
方
法
と
可
能
性
を
提
示
し
て
は
い
る
が
、

「
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
」
で
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
と
ピ
カ
ソ
が
「
感
覚
の
向
こ
う
側
」
1
人
間
の
感
覚
に
依
拠

し
な
い
概
念
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
世
界
1
に
渡
る
こ
と
に
成
功
し
た
の

に
対
し
、
ポ
ア
ン
カ
レ
は
あ
く
ま
で
「
感
覚
」
「
直
覚
」
の
側
に
留
ま
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ポ
ア
ン
カ
レ
は
、
数
学
の
推

理
に
関
す
る
根
本
原
理
と
し
て
、
カ
ン
ト
の
先
天
的
総
合
判
断
に
よ
る

「
直
観
」
に
基
づ
く
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
引
用
3
で
も
、
「
直

覚
」
に
よ
っ
て
、
数
学
上
の
「
隠
れ
た
る
調
和
と
関
係
」
を
発
昆
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
、
「
証
明
す
る
の
は
論
理
に
よ
る
の
で

あ
る
が
、
発
見
す
る
の
は
直
観
に
よ
る
の
で
あ
る
。
批
判
す
る
こ
と
を
知

る
の
は
よ
い
、
併
し
創
造
す
る
こ
と
を
知
る
の
は
更
に
よ
い
ザ
」
と
な
の
で

あ
る
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
発
見
に
お
け
る
「
直
覚
」
「
感
受
性
」
の
重
要

性
を
随
所
で
強
調
し
て
い
る
。
ポ
ア
ン
カ
レ
の
こ
の
発
昆
に
於
け
る
「
直

覚
」
や
「
感
受
性
」
を
、
堀
辰
雄
は
「
真
実
中
の
真
実
」
を
「
選
び
出
す
」

「
鋭
い
眼
」
や
そ
の
た
め
に
「
僕
ら
の
持
ち
合
は
せ
て
ゐ
る
も
の
は
直
覚

ば
か
り
だ
」
と
、
断
言
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー

も
、
「
ポ
エ
ジ
イ
は
現
実
－
そ
れ
に
対
し
て
は
我
々
は
直
覚
し
か
持
た
な

　
　
　
　
　
　
秀
）

い
－
を
模
倣
す
る
」
と
現
実
認
識
が
「
直
覚
」
に
よ
る
事
を
同
様
に
述
べ

て
い
る
。
コ
ク
ト
ー
の
こ
の
言
葉
は
、
詩
が
幾
ら
非
現
実
的
で
あ
ろ
う

と
、
そ
れ
は
、
我
々
の
直
覚
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
た
現
実
を
模
倣
し
て
い

る
と
、
そ
の
観
念
的
な
類
似
点
に
重
点
を
置
い
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
一

方
、
引
用
A
に
お
け
る
堀
辰
雄
の
言
葉
は
、
そ
の
類
似
点
で
あ
る
「
真
実

中
の
真
実
」
を
「
発
見
」
す
る
の
に
「
直
覚
」
し
か
持
っ
て
い
な
い
と
、

認
識
に
於
け
る
「
発
見
」
の
方
に
重
点
を
置
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

堀
が
「
真
実
中
の
真
実
」
の
「
発
見
」
と
「
直
覚
」
を
結
び
つ
け
て
い
る

の
は
、
や
は
り
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
以
上
、
引
用
①
－
③
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
堀
辰
雄
は
、
本
格
的
に

文
学
活
動
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、
現
実
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い

う
現
実
認
識
の
方
法
を
ポ
ア
ン
カ
レ
の
科
学
思
想
の
受
容
を
通
し
て
確
立

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
鶉
云
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
』

す
る
」
を
見
て
み
る
。

の
第
四
章
「
詩
人
は
計
算

引
用
B
　
堀
辰
雄
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」
［
四
、
詩
人
は

　
　
　
　
計
算
す
る
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
こ
こ
に
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
の
美
し
い
言
葉
が
あ
る
。
／
「
吾
刈

の
賞
美
す
る
建
築
は
、
そ
の
建
築
家
が
目
的
に
よ
く
副
ふ
や
う
な
手

段
を
用
ひ
て
、
そ
の
柱
が
、
エ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
麗
は
し
き
　
像
柱
の

如
く
、
、
に
か
か
る
重
み
を
苦
も
な
く
軽
々
と
支
へ
て
ゐ
る
や
う
な

建
築
で
あ
る
。
」
／
た
と
へ
ば
、

つ
の
建
築
が
僕
ら
を
感
動
さ
せ
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る
の
は
、
そ
の
外
貌
ー
そ
れ
が
い
か
に
美
し
く
あ
ら
う
と
も
1
に
よ

つ
て
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
「
重
々
し
い
軽
さ
」
の
感
じ
、
そ
れ

を
組
立
て
る
骨
組
、
そ
の
計
算
、
等
に
よ
つ
て
で
あ
る
。
一
つ
の
詩

が
、
僕
ら
を
感
動
さ
せ
る
の
も
、
そ
れ
と
す
甲
」
し
も
異
ら
な
い
こ
と

を
理
解
し
よ
う
。
／
建
築
家
は
何
よ
り
も
ま
づ
計
算
を
す
る
の
だ
。

そ
の
や
う
に
詩
人
も
ま
た
計
算
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
／
し
か
し

一
邊人
々
を
感
動
さ
せ
る
や
う
な
結
果
を
得
る
た
め
に
は
根
気
よ
く
計
算

序
の
中
か
ら
　
全
く
思
ひ
も
よ
ら
な
い
秩
序
を
得
る
こ
と
が
犬
切
だ
。

引
用
4
　
ポ
ア
ン
カ
レ
『
科
学
と
方
法
』
「
事
実
の
選
択
」

　
美
し
き
も
の
を
望
む
こ
と
は
、
結
局
実
益
を
望
む
こ
と
と
同
じ
選
択

　
に
終
る
こ
と
が
解
つ
た
。
マ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
科
学
の
常
住
の
傾
向
で

　
あ
る
と
云
ふ
、
彼
の
思
考
の
経
済
、
彼
の
努
力
の
経
済
が
、
実
際
的

　
の
利
益
で
あ
る
と
同
時
に
美
の
源
と
な
る
の
も
、
ま
た
こ
の
故
で
あ

る
。
①
吾
人
の
賞
賛
す
る
建
築
は
、

そ
の
建
築
家
か
目
的
に
よ
く
副

　
　
　
　
　
マ
マ

ふ
や
う
な
手
長
を
用
ひ
て
、
そ
の
柱
か

エ
レ
ク
テ
ヨ
ン
の
麗
は
し

き
人
イ
柱
の
如
く
、
上
に
か
㌧
る
重
み
を
苦
も
な
く
軽
々
と
支
へ
て

ゐ
る
や
う
な
建
築
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
頁
）

引
用
5
　
ポ
ア
ン
カ
レ
『
科
学
と
方
法
』
「
数
学
の
将
来
」

　
数
学
者
の
自
由
な
独
創
力
に
代
へ
る
に
、
如
何
な
る
機
械
的
過
程
を

　
以
て
し
よ
う
と
試
み
て
も
、
そ
の
無
効
な
こ
と
は
以
上
に
よ
り
充
分

に
示
す
こ
と
が
出
来
た
。
②
真
に
価
値
あ
る
結
果
を
得
る
た
め
に

は
、

丹
念
に
計
算
す
る
許
り
で
は
充
分
で
は
な
い
。
或
は
ま
た
、

物
に
秩
序
を
与
へ
る
機
械
を
持
つ
許
り
で
は
充
分
で
は
な
い
。
②
単

な
る
秩
序
に
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
待
ち
設
け
な
か
っ
た
秩
序

こ
そ
大
切
な
の
で
あ
る
。
機
械
は
粗
製
の
事
実
を
こ
な
す
こ
と
は
出

来
る
で
あ
ら
う
が
、
た
ざ
事
実
の
真
髄
は
常
に
逸
し
去
つ
て
了
ふ
で

あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
九
頁
）

　
引
用
B
の
①
の
傍
線
は
、
引
用
4
の
『
科
学
と
方
法
』
第
一
篇
「
学
者

と
科
学
」
・
第
一
章
「
事
実
の
選
択
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
そ
し
て
、

②
の
波
線
の
部
分
は
、
引
用
5
の
『
科
学
と
方
法
』
第
一
篇
「
学
者
と
科

学
」
・
第
二
章
「
数
学
の
将
来
」
か
ら
の
援
用
で
あ
る
。

　
引
用
4
の
「
事
実
の
選
択
」
は
、
「
科
学
の
為
の
科
学
」
を
不
合
理
な

概
念
で
あ
る
と
い
う
ト
ル
ス
ト
イ
の
批
判
に
対
し
て
、
ポ
ア
ン
カ
レ
が

「
科
学
の
為
の
科
学
」
の
意
義
を
科
学
に
於
け
る
事
実
の
選
択
の
重
要
性

と
そ
の
基
準
を
説
き
な
が
ら
反
論
し
て
い
る
章
で
あ
る
。
ポ
ア
ン
カ
レ

は
、
科
学
研
究
に
於
い
て
、
ま
ず
繰
り
返
し
て
起
こ
る
機
会
が
あ
り
、
そ

の
内
に
区
別
し
得
な
い
一
元
的
な
要
素
を
含
む
単
純
な
事
実
を
選
ぶ
べ
き

で
あ
る
と
し
、
そ
の
事
実
を
よ
り
普
遍
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
そ
れ

が
当
て
嵌
ま
り
そ
う
に
な
い
場
合
を
想
定
し
て
い
き
、
そ
の
事
実
が
法
則

と
し
て
そ
の
適
用
範
囲
を
拡
充
し
て
い
く
「
方
法
」
を
説
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
有
用
な
法
則
を
選
択
す
る
事
に
よ
っ
て
、

科
学
者
は
、
多
く
の
経
験
と
多
く
の
思
想
と
を
さ
㌧
や
か
な
る
書
物

に
圧
縮
し
よ
う
と
す
る
。
物
理
学
の
小
さ
な
本
が
、
か
く
も
多
く
の

過
去
の
経
験
、
ま
た
そ
の
一
千
倍
も
の
、
前
以
て
結
果
の
知
ら
れ
た

可
能
な
経
験
を
蔵
し
て
ゐ
る
の
は
、
こ
の
故
で
あ
る
。

一52一



と
し
て
、
普
遍
的
な
事
実
が
、
そ
の
＝
千
倍
」
も
の
膨
大
な
自
然
の
事

実
を
明
か
し
て
く
れ
る
の
で
あ
り
、
「
思
考
の
経
済
」
「
努
力
の
経
済
」
と

い
う
「
実
益
」
を
齋
す
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
科
学
者
は
、
単
に

「
実
益
」
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
「
自
然
が
美
し
け
れ
ば
こ
そ
こ
れ
に
愉

悦
を
感
ず
る
」
か
ら
研
究
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
「
美
」
と
は
、

「
純
粋
な
る
知
性
が
掴
み
得
る
」
自
然
の
「
一
層
内
面
的
な
美
」
で
あ
り
、

「
感
覚
を
喜
ば
す
虹
色
の
幻
に
、
形
体
を
、
云
は
ば
骨
組
を
与
え
る
」
「
支

柱
」
で
あ
る
「
宇
宙
の
調
和
」
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
「
こ
の
特
殊
な

美
を
求
め
る
心
、
宇
宙
の
調
和
に
対
す
る
感
覚
が
、
吾
人
を
し
て
こ
の
調

和
に
貢
献
す
る
に
最
も
適
し
た
事
実
を
選
択
せ
し
め
る
の
で
あ
る
」
と
し

て
、
こ
の
「
美
し
き
も
の
を
望
む
ヲ
」
と
」
と
「
実
益
を
望
む
こ
と
」
が
一

致
し
て
い
る
例
と
し
て
引
用
④
の
建
築
の
警
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
建
築

の
警
を
用
い
て
い
る
他
の
箇
所
で
も
「
こ
の
美
的
満
足
の
感
は
思
考
の
経

済
と
関
係
を
有
す
る
」
と
し
、
「
知
的
美
」
が
求
め
る
、
自
然
の
調
和
を

成
し
て
い
る
「
形
態
」
や
そ
の
「
骨
組
」
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
普

遍
的
な
事
実
を
選
択
せ
し
め
、
そ
れ
が
「
思
考
の
経
済
」
を
齋
し
て
く
れ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
計
算
さ
れ
た
幾
つ
か
の
「
柱
」
が
建
築

の
重
み
を
「
軽
々
と
支
へ
て
ゐ
る
」
よ
う
に
、
自
然
の
「
形
体
」
「
骨
組
」

が
そ
の
コ
千
倍
」
も
の
膨
大
な
自
然
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
、

ま
た
、
そ
の
柱
が
「
エ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
麗
し
き
人
像
柱
の
如
く
」
美
し
い

よ
う
に
、
自
然
の
「
形
体
」
も
「
調
和
」
さ
れ
た
美
し
さ
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
堀
は
「
そ
の
外
貌
－
そ
れ
が
い
か
に
美
し
く
あ
ら
う

と
も
ー
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
説
く
「
美
的
満
足
の
感
」
と

「
思
考
の
経
済
」
に
重
点
を
於
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
自
然
の
「
骨
組
」

を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
思
考
の
経
済
」
が
齋
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ

り
の
ま
ま
の
現
実
の
「
重
み
」
を
選
択
さ
れ
た
〈
現
実
〉
に
よ
っ
て
「
軽
々
」

と
表
せ
る
よ
う
な
「
手
段
を
用
ひ
」
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
そ

れ
が
「
計
算
す
る
」
と
い
う
堀
の
く
詩
的
精
神
V
な
の
で
あ
る
。
ポ
ア
ン

カ
レ
自
身
、
「
芸
術
家
と
科
学
者
と
の
間
で
、
創
造
的
能
力
が
共
通
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
蝸
）

る
こ
と
を
信
じ
て
い
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
〈
事
実
の
選

択
〉
を
絵
画
に
於
け
る
「
線
」
に
楡
え
て
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
丁
度
画
家
が
そ
の
モ
デ
ル
の
目
鼻
立
ち
の
中
で
、
肖
像
に

特
徴
と
生
命
と
を
与
へ
、
こ
れ
を
完
全
に
す
る
や
う
な
線
を
選
択
す

る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
堀
辰
雄
は
、
こ
の
選
択
す
る
と
い
う
創
造
行
為
を
「
計
算

す
る
」
と
受
け
止
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
引
用
⑤
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
事
物
に
秩
序
を
与
え
る
機

械
」
の
よ
う
に
た
だ
「
粗
製
の
事
実
」
を
こ
な
す
よ
う
な
「
計
算
」
で
は

な
く
、
「
持
ち
設
け
な
か
っ
た
秩
序
」
で
あ
る
「
事
実
の
真
髄
」
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
「
計
算
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
甲
」
と
が
付
け
加
え
ら
れ
て

い
る
。
ヂ
」
の
ポ
ア
ン
カ
レ
の
文
章
に
よ
っ
て
堀
辰
雄
の
い
う
「
計
算
」
が
、

引
用
A
の
「
現
実
主
義
」
で
述
べ
た
表
面
的
な
現
実
の
背
後
に
潜
ん
で
い

る
「
真
実
中
の
真
実
」
（
「
事
実
の
真
髄
」
）
を
捉
え
る
「
方
法
」
を
意
味

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
第
四
章
で
堀
辰
雄
は
、
芸
術
家
の
創
作

に
お
け
る
「
方
法
」
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。
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続
い
て
、
『
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
』

を
見
て
い
く
。

第
六
章
「
超
現
実
主
義
」

引
用
C
　
堀
辰
雄
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」
［
六
、
趨
現
実

　
　
　
　
主
義
］

　
僕
は
告
自
す
る
が
、
そ
の
所
謂
超
現
実
主
義
の
い
か
な
る
作
晶
も
、

　
僕
に
は
高
等
学
校
時
代
に
強
制
的
に
課
せ
ら
れ
た
解
析
幾
何
の
宿
題

　
の
こ
と
し
か
思
ひ
出
さ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
絆
側
冒

て
は
、
感
覚
が
す
こ
ぶ
る
理
性
に
協
力
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

解
析
幾
何
に
な
る
と
、
も
は
や
純
粋
の
理
性
の
み
に
頼
ら
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
ら
な
い
。
そ
れ
が
僕
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
／
勿
論
、
僕
ら
の

感
覚
の
作
用
す
る
と
こ
ろ
の
領
域
は
狭
い
　
そ
し
て
僕
ら
が
僕
ら
の

「
時
間
と
空
問
」
の
外
へ
飛
び
出
さ
う
と
す
れ
ば
、
感
覚
は
直
ち
に

僕
ら
を
見
棄
て
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
存
在
し
得
る
も
の
は
純
粋
に
知

的
な
る
も
の
－
た
と
へ
ば
超
現
実
主
義
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
／

上
田
敏
雄
は
、
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
の
関
係
し
な
い
メ
カ
ニ
ス
ム
の
芸

術
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
が
僕
ら
の
現
実
主
義
の
作
品

に
対
す
る
の
は
数
量
的
な
解
析
幾
何
の
証
明
が
図
形
的
な
幾
何
の
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

明
に
対
す
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
さ
う
い
ふ
芸
術
が
わ
れ
わ
れ
q

眼
に
見
刻
な
1
い
1
世
．
界
に
直
接
に
闘
係
ー
レ
．
よ
引
ど
す
副
も
．
の
．
で
．
あ
割
ご

ど
ば
僕
に
理
解
1
で
1
ぎ
刻
。
．
〕
洲
レ
わ
1
れ
．
わ
れ
ば
又
わ
れ
．
わ
．
れ
δ
眼
に

見
刻
割
剖
q
を
．
持
．
つ
で
、
．
不
完
全
．
に
1
で
1
ば
あ
割
が
、
，
わ
1
れ
1
わ
．
れ
が
眠

に
見
刻
な
い
も
，
の
．
の
像
創
割
伸
ひ
，
上
げ
1
み
ご
ど
が
出
央
各
1
の
．
だ
d
そ

し
て
そ
の
努
力
の
方
に
余
計
僕
は
興
味
が
持
て
る
。
そ
れ
が
よ
り
人

間
的
な
興
昧
で
あ
る
か
ら
だ
。

引
用
6
　
ポ
ア
ン
カ
レ

『
科
学
と
方
法
』
「
数
学
の
将
来
」

准
む
べ

多
く
の

人
々
は
解
析
の
間
題
を
幾
何
学
的
の
形
に
引
き
直
す
こ
と
を
選
ぶ
の

で
あ
る
。
②
不
幸
に
し
て
感
覚
の
役
立
つ
範
囲
は
余
り
広
く
な
く
、

一
度
吾
人
が
伝
統
的
の
三
次
元
の
外
へ
飛
び
出
よ
う
と
す
れ
ば
、
感

覚
は
忽
ち
吾
人
々
を
見
捨
て
て
了
ふ
。
そ
れ
で
は
、
吾
人
は
感
覚
が

吾
人
を
閉
ぢ
込
め
ん
と
欲
す
る
が
如
く
に
見
え
る
こ
の
狭
き
領
域
を

出
づ
れ
ば
、
最
早
純
粋
解
析
の
み
に
便
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
三
次

元
以
上
の
幾
何
学
は
凡
て
空
虚
に
し
て
対
象
な
き
も
の
で
あ
る
と
云

ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
か
。
吾
人
の
先
だ
つ
時
代
に
於
て
は
、
最

も
偉
大
な
る
数
学
の
巨
匠
も
「
然
り
。
」
と
答
へ
た
で
あ
ら
う
が
、

（
中
略
）
尚
ま
た
こ
れ
〔
多
次
元
幾
何
学
に
よ
っ
て
簡
潔
に
さ
れ
た

用
語
〕
に
よ
り
、
③
吾
人
は
絶
え
ず
可
視
空
間
を
心
に
浮
べ
つ
㌧
、

余
川
に
偉
大
、
に
，
過
ぎ
で
吾
人
の
珂
る
，
を
得
な
い
彼
の
高
次
塑
．
間
に
向

ぶ
ご
ど
が
可
．
能
1
に
、
な
る
。
1
乙
の
可
視
蜀
鶉
間
ぱ
、
．
高
次
撃
間
，
の
像
ど
u

で
ぱ
固
ぷ
川
－
不
完
全
で
ぱ
あ
到
が
．
、
1
然
．
も
ぞ
の
像
た
み
．
乙
．
ど
」
に
ぱ
椙

違
州
な
い
q
こ
の
場
合
に
も
亦
、
前
の
例
に
於
け
る
如
く
、
複
雑
な

る
こ
と
を
理
解
せ
し
め
る
も
の
は
簡
単
な
る
も
の
と
の
類
似
に
他
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
九
－
四
〇
頁
）

　
引
用
C
は
、
超
現
実
主
義
に
関
す
る
堀
の
見
解
で
あ
る
。
「
僕
ら
の
現

実
主
義
」
も
趨
現
実
主
義
の
作
品
も
共
に
「
眼
に
見
え
な
い
世
界
」
を
捉

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
超
現
実
主
義
が
感
覚
を
排
除
し
た
純
粋
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理
牲
の
み
に
よ
っ
て
「
直
接
」
そ
の
世
界
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
の
に
対

し
、
堀
辰
雄
の
主
張
す
る
「
現
実
主
義
」
は
、
「
感
覚
」
の
作
用
を
伴
う

故
に
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
「
眼
に
見
え
る
も
の
」
で
「
眼
に
昆
え
な
い

も
の
の
像
」
を
作
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
7
」
の
点
が

堀
辰
雄
の
「
現
実
主
義
」
と
超
現
実
主
義
と
の
差
異
で
あ
る
。
堀
辰
雄
が
、

超
現
実
主
義
を
「
解
析
幾
何
」
に
警
え
て
「
純
粋
の
理
性
」
の
み
に
頼
っ

て
い
る
と
捉
え
る
一
方
、
「
眼
に
見
え
る
も
の
」
で
「
眼
に
見
え
な
い
も
の

の
像
」
を
作
り
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
、
引
用
⑥
の

ポ
ア
ン
カ
レ
の
言
葉
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。

　
引
用
⑥
は
、
引
用
①
、
⑤
と
同
じ
「
数
学
の
将
来
」
の
一
文
で
あ
る
。

ポ
ア
ン
カ
レ
が
、
数
学
の
今
後
の
発
展
す
べ
き
方
向
に
つ
い
て
、
数
学
の

各
分
野
に
亘
っ
て
述
べ
て
い
る
中
の
「
幾
何
学
」
の
項
か
ら
の
引
用
で
あ

る
。
ポ
ア
ン
カ
レ
は
、
幾
何
学
が
、
代
数
学
や
解
析
的
事
実
以
外
に
最
早

言
う
べ
き
事
は
何
も
な
い
と
い
う
意
昆
に
反
し
て
、
幾
何
学
が
、
自
ら
新

し
い
間
題
を
提
出
し
て
い
る
と
、
多
次
元
幾
何
学
、
所
謂
非
ユ
ー
ク
リ
ッ

ド
幾
何
学
の
発
展
の
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
ポ
ア
ン
カ
レ

は
、
幾
何
学
の
特
徴
を
感
覚
が
知
性
を
援
助
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
す

る
。
故
に
感
覚
の
感
知
範
囲
で
あ
る
三
次
元
を
超
え
た
高
次
元
を
扱
う
幾

何
学
は
空
虚
な
、
対
象
無
き
も
の
で
あ
り
、
三
次
元
を
趨
え
た
場
合
は
、

純
粋
解
析
の
み
に
た
よ
る
し
か
な
い
と
思
わ
れ
て
き
た
「
先
だ
つ
時
代
」

の
「
最
も
偉
大
な
る
数
学
の
巨
匠
」
の
見
解
に
対
し
て
、
ポ
ア
ン
カ
レ
は

多
次
元
幾
何
学
の
意
義
を
示
し
て
い
く
。
多
次
元
幾
何
学
の
意
義
は
、
第

一
に
通
常
の
解
析
の
言
語
に
於
い
て
は
冗
長
に
な
る
と
こ
ろ
を
、
「
極
め
て

簡
潔
な
用
語
を
以
っ
て
言
表
す
る
こ
と
」
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
点
に
あ

り
、
第
二
に
高
次
空
間
の
像
を
得
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
点
に
あ

る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
リ
ー
マ
ン
の
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
例
を

挙
げ
な
が
ら
、
「
こ
の
幾
何
学
は
、
純
粋
に
性
質
的
で
あ
つ
て
、
そ
の
定

理
は
、
そ
の
図
形
が
正
確
で
な
く
小
児
が
不
細
工
に
模
し
て
画
い
た
場
含

に
も
、
真
な
る
こ
と
を
失
は
な
い
。
人
は
ま
た
三
次
元
以
上
の
位
置
解
析

を
作
る
こ
と
も
出
来
」
る
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
ポ
ア

ン
カ
レ
は
、
多
次
元
幾
何
学
が
純
粋
に
理
性
の
み
に
よ
る
「
解
析
幾
何
学
」

と
は
異
り
、
「
若
し
人
が
解
析
的
言
語
の
み
を
語
つ
た
の
で
あ
つ
た
な
ら

ば
、
生
ま
れ
て
来
な
か
っ
た
」
か
、
或
い
は
、
解
析
幾
何
学
に
拠
っ
て
生

ま
れ
て
き
た
と
し
て
も
「
た
支
、
次
ぎ
次
ぎ
に
独
立
的
に
現
れ
て
、
そ
の

間
を
繋
ぐ
共
通
の
鎖
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
」
と
、

多
次
元
幾
何
学
が
、
感
覚
を
伴
っ
て
い
る
幾
何
学
故
に
成
立
が
可
能
に

な
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
ポ
ア
ン
カ
レ
が
、
純
粋
の
理
性
の
み
に
よ
る
解
析
幾
何
学
で
は
生
じ
て

甲
」
な
か
っ
た
多
次
元
幾
何
学
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
事
を
受
け
て
、
堀

辰
雄
も
、
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
「
眼
に
見
え
る
世
界
」
で
「
眼
に
見
え

な
い
世
界
の
像
」
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
白
己
の
「
現
実
主
義
」
の
可
能

性
に
確
信
を
抱
く
に
至
る
。
し
か
し
、
間
題
は
、
堀
辰
雄
が
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
を
解
析
幾
何
の
よ
う
に
純
粋
に
知
的
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い

る
点
に
あ
る
。
実
際
、
引
用
C
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
上
田
敏
雄
は
、
堀
辰

雄
が
警
え
て
る
よ
う
に
「
解
析
幾
何
」
の
よ
う
に
純
粋
に
「
仮
説
」
の
み

に
よ
る
創
作
を
試
み
て
お
り
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
が
ま
だ
完
全
に
理
解
さ
れ
て
い
か
な
っ
た
こ
と
も
そ
の
原
因
の
一
つ
で

　
　
　
　
　
秀
）

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ポ
ア
ン
カ
レ
が
、
幾
何
学
の
感
覚
を
捨
て
ず

に
高
次
元
の
世
界
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う
可
能
性

を
捉
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
日
本
の
超
現
実
主
義
が
陥
っ
て
い
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た
感
覚
を
捨
て
、
純
粋
に
理
知
や
抽
象
に
よ
っ
て
の
み
現
実
の
向
チ
」
う
側

を
描
こ
う
と
し
た
方
法
で
は
な
く
、
感
覚
を
維
持
し
な
が
ら
現
実
の
向
こ

う
側
を
捉
え
る
事
の
可
能
性
を
堀
辰
雄
は
確
信
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の

方
法
を
「
僕
ら
の
現
実
主
義
」
と
し
て
試
み
る
の
で
あ
る
。
ア
」
の
時
、
堀

辰
雄
に
と
っ
て
直
接
「
眼
に
昆
え
な
い
」
が
、
確
実
に
現
実
の
向
こ
う
側

に
あ
る
「
真
実
中
の
真
実
」
を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
が
、
〈
夢
V

　
　
　
　
　
イ
マ
ー
ジ
ュ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
ー
ジ
ユ

〈
眠
り
〉
〈
心
像
〉
等
で
あ
る
。
プ
」
れ
ら
く
夢
V
〈
眠
り
〉
〈
心
像
〉
は
、

堀
辰
雄
に
と
っ
て
「
対
象
無
き
空
虚
な
も
の
」
で
は
な
く
、
確
固
と
し
た

「
眼
に
見
え
な
い
世
界
の
像
」
で
あ
り
、
引
用
⑥
の
ポ
ア
ン
カ
レ
の
言
葉

が
そ
れ
を
裏
付
け
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
考
察
し
た
よ
う
に
、
堀
辰
雄
に
お
け
る
ポ
ア
ン
カ
レ
の
影
響
は
、

た
だ
彼
の
言
葉
を
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
引
用
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
初
期
の

堀
辰
雄
文
学
に
於
け
る
現
実
の
捉
え
方
と
そ
の
文
学
的
方
法
論
に
深
く
関

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
堀
辰
雄
の
ポ
ア
ン
カ
レ
受
容
の
意
義
は
、
ポ
ア

ン
カ
レ
が
二
〇
世
紀
初
頭
の
科
学
や
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
の
発
展
に
多
く
貢

献
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
科
学
思
想
が
科
学
と
芸
術
の
双
方
を
連
結
さ

れ
る
役
割
を
当
時
担
っ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ポ
ア
ン
カ
レ
思

想
の
な
か
で
も
、
二
〇
世
紀
の
科
学
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
両
方
に
刺
激
を
与
え

た
代
表
的
を
言
説
が
、
堀
辰
雄
の
初
期
に
お
け
る
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
と

言
わ
れ
て
い
た
文
学
論
の
な
か
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
堀
辰

雄
の
芸
術
家
と
し
て
の
現
実
認
識
や
創
作
に
お
け
る
意
識
的
作
用
の
重
要

性
や
、
〈
夢
〉
や
〈
心
像
〉
が
空
虚
な
戯
れ
で
は
な
く
不
可
視
の
世
界
の

確
固
た
る
像
で
あ
る
と
い
う
確
信
な
ど
、
堀
が
芸
術
の
本
分
で
あ
る
虚
構

を
駆
使
す
る
こ
と
で
〈
現
実
〉
を
捉
え
、
文
学
に
普
遍
性
を
も
た
せ
よ
う

と
す
る
堀
辰
雄
文
学
の
本
質
的
な
部
分
が
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
科
学
思
想
を

基
に
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
一
－
一

一
2
）

一
3
）
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ア
ー
サ
ー
・
ー
二
三
フ
ー
、
松
浦
俊
輔
訳
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ピ
カ
と

一
平
成
一
四
年
一
一
月
、
T
B
S
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
一
。

ゲ
ー
ザ
・
サ
モ
シ
、
松
浦
俊
輔
訳
『
時
間
と
空
間
の
誕
生
　
蛙
か
ら
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
ヘ
』
（
昭
和
六
二
隼
二
一
月
、
青
土
社
）
。

ア
ラ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
「
二
重
の
イ
メ
ー
ジ
」
マ
ル
カ
ム
・
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ
、
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
マ
ッ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
綴
、
橘
本
雄
一
訳
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
エ
』
（
平
成
二
年

五
月
、
鳳
書
房
）
。

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
、
『
職
業
の
秘
密
』
一
一
九
二
一
年
一
。
引
用
は
、
佐
藤
朔
訳

『
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
全
集
　
第
四
巻
』
一
昭
和
五
五
年
九
月
、
東
京
創
元
社
一

に
拠
っ
た
。

ミ
ラ
ー
、
注
＾
1
）
に
圃
じ
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
ー
パ
ー
は
、
『
キ
ュ
ビ
ス
ム
』
一
中
村
隆
夫
訳
、
平
成
一
一
年
一

月
、
西
村
警
店
）
で
、
「
グ
レ
ー
ズ
と
メ
ッ
ツ
ァ
ン
ジ
ェ
が
著
し
た
重
要
な
著
書

『
キ
ュ
ビ
ス
ム
』
一
一
九
二
ご
で
は
、
非
ユ
i
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
モ
ン
マ
ル
ト
の
サ
ー
ク
ル
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
数
学
者
の

モ
ー
リ
ス
・
プ
ラ
ン
セ
が
い
た
。
理
論
に
そ
れ
ほ
ど
興
昧
の
な
か
っ
た
ピ
カ
ソ

で
さ
え
、
数
学
者
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
一
訳
注
省
略
）
の
本
を
携
帯
し
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ピ
カ
ソ
は
ま
た
当
時
流
行
し
た
概
念
で
あ
る
4
次
元
に

つ
い
て
し
ば
し
ば
語
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
数
学
者
た
ち
は
き
っ
ち
り
と
し
た
定

義
を
行
っ
た
が
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
4
次
元
と
は
、
日
常
生
活
の
背
後
に
潜

む
神
秘
的
な
〃
も
う
ひ
と
つ
の
〃
次
元
、
日
常
の
体
験
よ
り
も
重
要
な
次
元
を
意

昧
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

吉
田
洋
一
訳
「
訳
者
あ
と
が
き
」
『
科
学
と
価
値
』
（
昭
和
五
二
年
五
月
　
岩
波
文
庫
）
。

吉
田
洋
一
「
訳
者
序
」
『
科
学
と
方
法
』
（
昭
和
二
年
九
月
、
岩
波
文
庫
）
。

堀
多
恵
子
「
蔵
書
目
録
」
『
堀
辰
雄
全
集
　
別
二
巻
』
一
昭
和
五
五
年
一
二
月
、
筑

摩
書
房
）
。

＊
印
の
『
科
学
と
臆
説
』
と
『
科
学
と
仮
説
』
、
※
印
の
『
鞠
近
の
思
想
』
と

『
晩
年
の
思
想
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
本
の
翻
訳
で
あ
る
。
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竈
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犯
）

口
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田
辺
元
「
ポ
ア
ン
カ
レ
の
哲
学
思
想
犬
要
」
『
科
学
と
価
値
』
一
犬
正
五
年
六
月
、

岩
波
書
店
一
。

ポ
ア
ン
カ
レ
の
認
識
に
於
け
る
「
必
然
的
な
る
も
の
」
を
述
べ
て
い
る
箇
所
を
直

接
挙
げ
て
み
る
。
「
数
学
の
推
理
の
本
性
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
普
通
、
人
が

信
じ
て
い
る
よ
う
に
、
ほ
ん
と
に
演
緯
的
な
も
の
で
あ
る
か
。
深
く
研
究
し
て
み

る
と
、
全
く
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
ツ
」
と
が
わ
か
る
。
サ
」
れ
に
は
あ
る
程
度
ま
で

帰
納
的
な
性
質
が
加
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
」
そ
多
く
の
結
果
を
挙
げ
得

る
の
で
あ
る
。
（
申
略
一
分
析
的
な
証
明
に
よ
っ
て
も
、
経
験
に
よ
っ
て
も
鋪
え

ら
れ
な
い
一
」
の
規
則
は
先
天
的
綜
合
判
断
の
真
の
典
型
で
あ
る
。
一
申
略
）
理
知

は
こ
の
力
に
つ
い
て
は
直
接
の
直
観
を
有
し
て
い
て
、
経
験
は
理
知
に
と
っ
て

は
直
観
を
用
い
、
従
っ
て
そ
れ
を
意
識
す
る
機
会
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
」

ポ
ア
ン
カ
レ
の
認
識
に
於
け
る
「
仮
説
的
な
る
も
の
」
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
部

分
を
挙
げ
て
み
る
。
「
第
一
、
絶
対
的
空
間
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
し
、
我
々

は
相
対
釣
運
動
だ
け
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
た
い
て
い
の
場
合
に

は
、
ま
る
で
絶
対
的
空
閻
が
あ
り
で
も
し
て
、
力
学
的
事
実
は
こ
れ
に
関
連
さ
せ

ら
れ
る
も
の
と
し
て
述
べ
て
あ
る
。
／
第
二
、
絶
対
的
時
間
と
い
う
も
の
は
存
在

し
な
い
。
二
個
の
持
続
が
等
し
い
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
自
身
で
は
少
し
も
意
昧
の

な
い
断
定
で
あ
っ
て
、
規
約
に
よ
っ
て
そ
の
意
昧
を
獲
得
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

／
第
三
、
た
だ
我
々
が
二
個
の
鋳
続
が
等
し
い
こ
と
を
知
る
直
接
の
直
観
を
有
し

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
相
異
な
る
場
面
に
生
じ
る
二
個
の
事
象
の
圃
時
性
の
直
観

す
ら
有
し
な
い
。
（
中
略
一
／
第
四
、
も
う
一
つ
、
我
々
の
ユ
i
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学

は
そ
れ
自
身
、
い
わ
ば
言
葉
の
規
約
に
過
ぎ
な
い
。
我
々
は
力
学
的
事
実
を
非
ユ
i

ク
リ
ッ
ド
空
間
に
お
け
る
関
係
で
叙
述
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
」

桑
木
厳
翼
は
『
哲
学
綱
要
』
の
な
か
で
ポ
ア
ン
カ
レ
の
『
科
学
と
仮
説
』
『
科
学

の
価
値
』
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
「
ポ
ア
ン
カ
レ
は
数
学
の
公
理
も
結

局
約
束
に
過
ぎ
な
い
と
論
証
し
た
」
と
し
て
「
固
よ
り
規
範
は
如
侭
な
る
人
に
あ

つ
て
も
、
一
々
の
場
合
に
意
識
的
に
用
ゐ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
然
し
各
批

評
の
根
底
に
在
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
暗
々
裡
に
諸
人
の
間
に
約
束
と
な
つ

て
居
る
」
の
で
あ
る
と
、
認
識
論
の
性
質
を
説
明
し
て
い
る
所
で
も
ポ
ア
ン
カ
レ

の
名
が
見
ら
れ
る
。

吉
伸
正
和
『
科
学
者
の
発
想
』
（
昭
和
五
九
年
一
〇
月
、
玉
川
犬
学
幽
版
部
一
。

後
に
、
寺
田
寅
彦
の
遺
稿
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
『
物
理
学
序
説
』
一
昭
和
二
二

（
〃
）

19 18
一
2
0
一

（
2
1
）

一
2
2
一

一
2
3
一

25 2427 26

年
四
月
、
岩
波
書
店
）
の
付
録
に
ポ
ア
ン
カ
レ
の
η
偶
然
」
の
訳
文
を
掲
載
し
て

い
る
。

下
村
寅
太
郎
「
解
説
」
『
田
辺
元
全
集
　
第
二
巻
』
一
昭
和
三
八
年
二
一
月
、
筑
摩

書
房
一
。

下
村
寅
太
郎
、
注
一
〃
一
に
同
じ
。

「
田
辺
先
生
か
ら
の
来
信
を
堀
さ
ん
は
喜
ん
で
、
「
僕
の
作
晶
は
哲
学
的
だ
か
ら

－
…
」
と
冗
談
の
よ
う
に
奥
さ
ん
に
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
冗
談
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
」
矢
内
原
伊
作
「
堀
さ
ん
と
哲
学
」
『
堀

辰
雄
全
集
　
月
報
第
二
号
』
一
昭
和
二
九
年
五
月
、
新
潮
杜
）
。

曹
田
洋
一
「
私
の
読
警
遍
歴
」
『
数
学
の
影
絵
』
。
引
用
は
、
『
数
学
の
広
場
』
科

学
随
筆
全
集
四
巻
（
昭
和
四
一
年
一
〇
月
、
学
生
杜
一
に
拠
っ
た
。

吉
田
洋
一
「
堀
君
と
数
学
」
『
文
芸
臨
時
増
剥
号
　
堀
辰
雄
読
本
』
一
昭
和
三
二
年

二
月
、
河
出
書
房
一
。

菊
地
弘
「
堀
辰
雄
の
文
学
精
神
」
『
文
学
年
誌
1
0
号
』
一
平
成
二
年
一
二
月
、
文
学

批
評
の
会
一
。
引
用
は
、
『
芥
川
龍
之
介
－
表
現
と
存
在
1
』
一
平
成
六
年
一
月
、

明
治
書
院
）
に
拠
っ
た
。

引
用
は
、
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
、
吉
囲
洋
一
訳
『
科
学
と
方
法
』
一
昭
和
二
隼

九
月
、
岩
波
文
庫
一
に
拠
っ
た
。

横
光
利
一
「
序
」
『
聖
家
族
』
一
昭
和
七
年
二
月
、
江
戸
川
書
房
一
。

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
「
世
俗
な
神
秘
」
一
一
九
二
八
年
五
月
一
。
引
用
は
、
堀
辰
雄

訳
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
（
昭
和
四
年
四
月
、
厚
生
閣
書
店
）
に
拠
っ
た
。

ミ
ラ
ー
、
注
（
1
一
に
岡
じ
。

拙
稿
「
堀
辰
雄
「
眠
つ
て
ゐ
る
男
」
論
－
趨
現
実
主
義
と
の
比
較
を
通
し
て
－
」
『
稿

本
近
代
文
学
』
一
平
成
一
五
年
二
一
月
一
。

（
ユ
　
ゼ
ェ
ジ
ン

筑
波
犬
学
院
博
士
課
程

文
芸
二
首
墨
㎜
研
究
科

臼
本
文
学
一

一57一


